
映
さ
せ
た
内
容
に
な
っ
て
い
ま
す
。
他
に

も
全
て
の
学
部
学
科
の
学
生
が
参
加
で
き

る
短
期
留
学
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
に
南
山
大
学
で
は
、
留
学
や

留
学
生
の
受
け
入
れ
体
制
の
整
備
と
強
化
、

海
外
大
学
と
の
連
携
促
進
を
積
極
的
に

行
っ
て
い
ま
す
。

細
や
か
な
就
職
支
援
で

高
い
就
職
実
績
を
誇
る

　

就
職
に
お
い
て
も
毎
年
高
い
実
績
を

誇
っ
て
い
ま
す
。
数
多
く
の
卒
業
生
が
ト

ヨ
タ
自
動
車
や
三
菱
Ｕ
Ｆ
Ｊ
銀
行
な
ど
の

国
内
ト
ッ
プ
企
業
に
就
職
し
て
お
り
、
優

秀
な
Ｏ
Ｂ
・
Ｏ
Ｇ
が
全
世
界
で
活
躍
し
て

い
る
こ
と
は
在
学
生
に
と
っ
て
大
き
な
強

み
と
な
り
ま
す
。
キ
ャ
リ
ア
支
援
課
で
は
、

就
職
活
動
に
関
す
る
基
本

的
な
内
容
か
ら
各
種
対
策

講
座
ま
で
様
々
な
プ
ロ
グ

ラ
ム
を
実
施
。
例
え
ば
外

交
官
や
国
際
機
関
職
員
な

ど
国
際
的
な
活
躍
を
目
指

す
学
生
に
は
、「
国
際
社

会
で
活
躍
す
る
キ
ャ
リ
ア

を
考
え
る
特
別
プ
ロ
グ
ラ

ム
」
が
用
意
さ
れ
て
い
る

ロバート・キサラ学長
アメリカ合衆国（シカゴ市）出身。
Divine Word College数学科卒業後、
Catholic Theological Union大学院神
学研究科、東京大学大学院人文科学
研究科修士課程および博士課程修了。
2020年より現職。神言修道会日本管
区長、総顧問、副総会長などカトリッ
クの各種要職を歴任。

　南山大学は、中部地区を含む西日本唯一のカトリック総
合大学であり、「Hominis Dignitati（人間の尊厳のため
に）」を教育モットーに掲げています。
　学問と人間のあり方を考える学びを土台とし、学生に寄
り添う教育を実現してきました。
　地球規模の問題が山積し、世界全体が不安定な状況にあ
る現在、こうした課題を解決できる人材がこれまで以上に
求められています。このような役割を果たすため、本学は

「3Ds（Dignity、Diversity、Dialogue）」 を 使 命 と
して掲げ、「人間の尊厳の推進」「多様性の重視」「対話の
場づくりとその実践」に力を入れています。対話を通じて、
異なる文化や価値観を持つ人と理解し合い、多様性や尊厳
を尊重しつつ視野を広げることができる教育環境は本学の
大きな特徴の一つです。

文
理
融
合
の
キ
ャ
ン
パ
ス
で

国
際
性
と
専
門
性
を
併
せ
も
つ
人
材
を
育
て

「
世
界
か
ら
選
ば
れ
る
大
学
」
を
目
指
す

南山大学
〒466-8673　愛知県名古屋市昭和区山里町18　入学センター　TEL 052-832-3013　https://www.nanzan-u.ac.jp/

「Hom
inis Dignitati

」

（
人
間
の
尊
厳
の
た
め
に
）

を
教
育
モ
ッ
ト
ー
に

〝
国
境
の
な
い
学
び
の
場
〟
を
提
供

　

南
山
大
学
で
は
「
人
種
、
障
が
い
、
宗

教
、
文
化
、
性
別
な
ど
、
様
々
な
違
い
を

認
識
し
、
多
様
性
を
前
提
と
し
た
人
間
の

尊
厳
、
他
者
の
尊
厳
を
大
切
に
し
、
人
々

が
共
生
・
協
働
す
る
こ
と
で
、
新
た
な
価

値
の
創
造
に
貢
献
す
る
」
と
い
う
ビ
ジ
ョ

ン
を
掲
げ
て
お
り
、「
国
境
の
な
い
学
び

の
場
」
と
す
る
た
め
の
改
革
と
環
境
整
備

も
展
開
し
て
い
ま
す
。
世
界
か
ら
選
ば
れ

る
大
学
と
し
て
、「
外
国
語
で
」
行
う
授

業
を
提
供
し
て
お
り
、
経
済
学
や
文
学
な

ど
２
０
２
５
年
度
は
約
60
科
目
を
開
講
。

日
本
人
学
生
と
外
国
人
留
学
生
と
の
外
国

語
に
よ
る
知
的
交
流
も
盛
ん
で
す
。

国
際
学
生
宿
舎
「
南
山
大
学
ヤ
ン
セ
ン
国
際
寮
」
で

国
境
を
越
え
て
活
躍
で
き
る
人
材
に

　

南
山
大
学
ヤ
ン
セ
ン
国
際
寮
は
、
キ
ャ

ン
パ
ス
に
隣
接
す
る
１
７
８
室
の
寮
室
を

有
し
た
学
生
宿
舎
で
、
１
年
次
か
ら
入
寮

で
き
ま
す
。「
生
活
の
場
」
の
寮
で
あ
り

な
が
ら
、
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
有
す
る

オ
ン
ラ
イ
ン
で
海
外
大
学
と
連
携

Ｃ
Ｏ
Ｉ
Ｌ
型
授
業
の
実
施

　

南
山
大
学
は
米
国
を
中
心
と
し
た
海
外

の
大
学
と
Ｃ
Ｏ
Ｉ
Ｌ
（Collaborative 

Online International Learning

）
と

呼
ば
れ
る
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
（
Ｎ
Ｕ
‐
Ｃ

Ｏ
Ｉ
Ｌ
）
を
展
開
し
て
い
ま
す
。
Ｃ
Ｏ
Ｉ

Ｌ
と
は
オ
ン
ラ
イ
ン
を
活
用
し
た
国
際
的

な
双
方
向
の
教
育
手
法
の
こ
と
で
、
Ｓ
Ｎ

Ｓ
や
Ｌ
Ｍ
Ｓ
（
学
習
管
理
シ
ス
テ
ム
）
な

ど
を
使
っ
て
南
山
大
学
生
と
海
外
の
大
学

生
を
繋
ぎ
、
共
同
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
取
り

組
み
ま
す
。
Ｃ
Ｏ
Ｉ
Ｌ
型
授
業
に
加
え
て

海
外
留
学
を
経
験
す
る
こ
と
で
、
こ
れ
か

ら
の
社
会
で
活
躍
す
る
グ
ロ
ー
バ
ル
人
材

に
求
め
ら
れ
る
力
を
養
い
ま
す
。

　

ま
た
、
Ｃ
Ｏ
Ｉ
Ｌ
型
授
業
を
受
講
す
る

こ
と
で
留
学
前
に
現
地
の
知
り
合
い
が
で

き
、
留
学
先
で
の
授
業
や
生
活
上
の
不
安

を
解
消
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
一
方
で
、

留
学
後
の
受
講
は
、
外
国
語
運
用
能
力
の

維
持
向
上
や
、
現
地
学
生
と
の
関
係
性
の

継
続
に
つ
な
が
り
ま
す
。

「
教
育
の
場
」
で
も
あ
り
、
様
々
な
文
化

や
国
籍
、
言
語
、
宗
教
、
価
値
観
な
ど
を

持
つ
学
生
た
ち
が
共
に
暮
ら
し
学
び
あ
う

国
際
性
豊
か
な
学
生
宿
舎
で
す
。

　

全
入
居
者
を
対
象
に
年
間
を
通
じ
て
提

供
さ
れ
る
「
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
は
、

Living

「
毎
日
の
生
活
で
の
実
践
」、

Learning

「
対
話
型
の
ス
キ
ル
養
成
講

座
」、Socializing

「
学
生
企
画
の
交
流

イ
ベ
ン
ト
」
の
３
つ
の
モ
ー
ド
で
構
成
さ

れ
て
お
り
、
入
居
者
は
イ
ン
プ
ッ
ト
・
実

践
・
振
り
返
り
に
よ
り
学
び
を
深
め
ま
す
。

ま
た
、
留
学
準
備
や
社
会
人
ス
キ
ル
の
涵

養
な
ど
、
将
来
の
ビ
ジ
ョ
ン
や
興
味
関
心

に
応
じ
て
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
や
役
割
を
選

び
、
自
ら
の
学
び
を
主
体
的
に
デ
ザ
イ
ン

す
る
こ
と
を
目
指
し
ま
す
。
こ
の
よ
う
に

寮
で
生
活
し
な
が
ら
、
キ
ャ
ン
パ
ス
や
教

育
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
通
し
て
得
た
学
び
を
実

践
し
、
多
様
な
価
値
観
を
認
め
合
い
、
活

か
し
あ
う
こ
と
で
国
境
を
越
え
て
活
躍
で

き
る
力
を
身
に
つ
け
ま
す
。

多
彩
な
留
学
プ
ロ
グ
ラ
ム

国
内
外
で
多
文
化
交
流
を
促
す

　

大
学
の
国
際
化
を
最
重
要
課
題
の
一
つ

に
掲
げ
て
い
る
南
山
大
学
は
、
交
換
留

学
、
認
定
留
学
、
南
山
・
デ
ィ
ズ
ニ
ー
プ

ロ
グ
ラ
ム
と
い
っ
た
多
彩
な
短
期
留
学
プ

ロ
グ
ラ
ム
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
交
換
留

学
は
、
交
流
協
定
を
締
結
し
て
い
る
海
外

の
大
学
へ
授
業
料
免
除
で
学
部
留
学
す
る

制
度
。
交
換
協
定
校
は
38
カ
国
・
地
域
に

１
３
１
校
あ
り
ま
す
（
２
０
２
５
年
５
月

時
点
）。
認
定
留
学
は
、
自
身
が
希
望
す

る
留
学
先
や
留
学
期
間
を
選
び
、
履
修
プ

ロ
グ
ラ
ム
を
組
み
立
て
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。

　

派
遣
留
学
生
と
し
て
交
換
・
認
定
留
学

を
す
る
学
生
を
対
象
と
し
た
「
南
山
大
学

派
遣
留
学
奨
学
金
」
を
設
け
、
海
外
留
学

を
経
済
的
に
サ
ポ
ー
ト
し
て
い
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
学
部
独
自
の
短
期
留
学
プ
ロ

グ
ラ
ム
も
８
学
部
全
て
で
実
施
。
授
業
の

一
環
と
し
て
実
施
さ
れ
る
各
プ
ロ
グ
ラ
ム

は
、
語
学
を
学
ぶ
だ
け
で
な
く
、
現
地
の

文
化
に
触
れ
る
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
や
企

業
訪
問
な
ど
、
学
部
ご
と
の
専
門
性
を
反

ほ
か
、
教
員
志
望
の
学
生
の
支
援
や
相
談

に
応
じ
る
専
門
機
関
の「
教
職
セ
ン
タ
ー
」

も
開
設
し
て
い
ま
す
。

　

業
界
・
職
種
研
究
会
を
は
じ
め
と
す
る

キ
ャ
リ
ア
サ
ポ
ー
ト
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
は
、

第
一
線
で
活
躍
中
の
卒
業
生
が
講
師
を
務

め
た
り
、
学
内
会
社
説
明
会
に
は
地
元
企

業
以
外
に
も
関
東
や
関
西
か
ら
多
数
の
企

業
が
参
加
し
ま
す
。

　

キ
サ
ラ
学
長
は
、「
学
生
の
皆
さ
ん
に
は
、

目
標
を
持
ち
、
い
ま
自
分
に
で
き
る
こ
と

を
考
え
て
一
歩
ず
つ
行
動
し
て
ほ
し
い
。

歩
み
を
続
け
て
い
け
ば
、
や
が
て
大
き
な

潮
流
と
な
り
ま
す
。
南
山
大
学
で
の
学
び

を
通
じ
て
、
一
人
ひ
と
り
が
自
身
の
本
当

の
価
値
を
見
い
だ
し
、
地
球
規
模
の
関
心

を
も
っ
て
、
自
ら
課
題
を
見
つ
け
て
動
け

る
人
に
な
っ
て
ほ
し
い
と
願
っ
て
い
ま
す
。

こ
う
し
た
個
の
力
が
、
や
が
て
世
界
を
動

か
す
力
に
な
っ
て
い
く
と
信
じ
て
い
ま

す
」
と
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
贈
っ
て
い
ま
す
。

■�グローバル人材の育成　NANZAN SPARK
　アントレプレナーシップ（未来を切り拓く意
志を持って自ら行動する姿勢）を養成するプロ
グラム「NANZAN SPARK」では、本学の教育
モットー「人間の尊厳のために」と長年培って
きた国際性を掛け合わせ、課題発見・解決手法
などのスキルや地球規模の関心を持って課題に
向き合う力を身につけることができます。また、
本学は2024年に名古屋市にオープンしたイン
キュベーション施設「STATION Ai」に入居して
おり、連携した活動も行います。

■南山大学は、ジブリパークの
　オフィシャルパートナーです。
　ジブリパークは「自然の叡智」「人、いきもの、
地球に対する愛」を理念に、地球規模の課題の
解決の方向性と人類の生き方の発信を目的とし
て開催された「愛・地球博」の精神を継承する
構想が立てられています。その方針が、本学の
理念や取り組み内容と一致することから、オ
フィシャルパートナーとして応援することとし
ました。

ⒸStudio Ghibli

南山大学

123 卓越する大学 南山大学 122


